
 

＜現地調査での意見＞ 

 

■【道道 46 号：花ホール～道道 1080 号交差点（市役所）】 

• 西側は幼稚園や歴史ある廣島神社とその杜があり特徴あるエリアとなっている 

• 東側は崖線の樹木が連なっているところ（開拓記念公園上）もある。 

• 道道 1080 号（大曲通）との交差点付近は大きい面積の壁面広告や屋上広告が目立

つ。 

• 最近完成した高層マンションは、周りの街並みから突出している。 

• どこでも高層の建物が建ってよいのか。基本、駅周辺（北広島駅、Ｆビレッジ新

駅）に限定すべきではないか。 

• それが難しいとしても、高層の建物を建てる際の配置、形態、意匠・色彩、屋外

広告物などについてのルールが必要 

• 高層以外の建物であっても色彩は低明度、低彩度が望ましい。丘陵の緑を背景に

する場合は低明度、低彩度 

 

■【道道 1080 号（市役所前）：道道 1080 号交差点（市役所）～北進通交差点】 

• 道道 46 号との交差点付近は大きい面積の壁面広告や屋上広告が目立つ。 

• 北進通との交差点付近は高い独立広告塔や大きい面積の壁面広告が目立つ。 

• 道道 46 号、道道 1080 号沿道を「Ｆビレッジアクセス道路として良好な景観形成

を図る」地区とするのか、市役所、廣島神社、輪厚川エリアとして「Ｆビレッジ

に合わせてまちの魅力を高める景観形成を図る」地区とするのか、検討が必要 

• 沿道の屋外広告物の規制はどこまでできるか。 

 

■【Ｆビレッジ周辺】 

• 無電柱化されすっきりした印象となっている。 

• 今後、建物が高層化する可能性が高いが、丘陵の緑（野幌原始林）との調和をど

のように図るか。 

• Ｆビレッジ新駅北側の土地利用の変化が想定される。 

• 建ってしまってからでは遅いので、先行して景観誘導に取り組むことが重要。 

• 中・低層の建物の場合は傾斜屋根に。色彩は低明度、低彩度に。 

• 駐車場の周辺は中低木で緑化 

• 低地から見たときに丘陵の稜線を突出する場合は、見つけ幅をできるだけ抑え

る。突出する部分の色彩は高明度、低彩度に。 

• Ｆビレッジ新駅北側に限らないが、今後、都市計画の変更の際には、景観形成重

点地区の適用あるいは地区計画とペアで。 

• Ｆビレッジは野球観戦以外の目的で来訪し滞在することを想定した施設群となっ

ている。そのため来訪者は試合開始よりかなり早い時間に北広島に来る滞在型の

方々も多い。このことは北広島のまちにとって非常に有利なこと。滞在場所をＦ

ビレッジから既成市街地へ拡大していく取組が求められる。そのために快適に徒

歩でも移動できる景観的にも魅力ある移動ルート（道路だけでなく周辺景観の演

出も）や、既成市街地の中に立ち寄りたくなる滞在拠点を官民協働で整備してい

くことが重要。そのための景観施策であってほしい。 

 



 

 

■【道道 1180 号：Ｆビレッジ～ラウンドアバウト～道道 1080 号Ｔ字路】 

• 野幌原始林と丘陵の起伏が良好な景観のベースとなっているが、資材置き場など

が景観を阻害している。 

• 畑や牧草地は丘陵の起伏を感じさせ良好な景観のベースとなっている。 

• 資材置き場などは、道路境界の緑化が望ましいが、次善の策としては目隠しの塀

を設置して色彩は低明度、低彩度に。 

• 建物や工作物の色彩は低明度、低彩度。黒である必要はない。 

 

■【道道 1080 号：道道 1180 号Ｔ字路～道道 46 号交差点】 

• 下りは両側を丘陵の緑に囲まれ、正面にも緑の丘陵を望む良好な景観 

• 平坦部に出ると産廃施設や土石採取場が目につく。 

• 特に南側の土石採取場は丘陵を崩しており景観的にも環境的にも問題だが、重点

区域の想定範囲の外になる。 

• 星槎道都大学付近から正面に見える北広島団地の崖線の緑はアイストップとして

重要であるが、これも崖線の裾の位置でも道路境界から離れている。 

• このように、谷地を重点区域にした場合、その範囲をどこまでにするかは苦慮す

る点 

• 重点区域の範囲は近景、中景の範囲にとどめ、遠景の丘陵部の緑地は面景観の景

観形成基準に「重点区域に指定されている道路あるいは眺望点から容易に見るこ

とができる範囲の建築物等の建設や開発行為においては・・・する」としてカバ

ーするという考え方もある。 

 

■【道道 46 号：道道 1080 号交差点～道道 274 号交差点】 

• 道道 46 号が市街地を通る中で輪厚川の景観は街中に自然を感じさせる重要な要

素。 

• 沿道は比較的敷地規模が大きい建物が多いか。 

• 東側の崖線の緑が街並みの背景をつくっている。 

• 西側も崖線（かぜの子公園）と沿道の寺院（光顕寺、無礙光寺）の緑が街並みの

背景をつくっている。 

• 敷地規模が大きい建物の沿道緑化により、より緑を感じる道路景観になる可能性

がある。 

 

■【道道 274 号：道道 46 号交差点～北広島市防災センター】 

• 電柱の位置から道路用地は広いことが想定され、沿道の防風林が緑を感じる道路

景観になっている。 

 

■【輪厚川沿い：北広島市防災センター～輪厚川沿い～道道 46 号交差点】 

• 低地からの丘陵の緑がパノラマ的に眺望できる。 

• Ｆビレッジの球場建物は丘陵の稜線から突出しているが傾斜屋根で、色彩も低明

度、低彩度に抑えられているので違和感なくランドマークとなっている。 

• 今後、Ｆビレッジ隣接地や駅周辺での高層のマンションや大学施設の建設が想定

されることから低地からの丘陵の緑のパノラマをどのように保全していくか。 



 

• Ｆビレッジ隣接地や駅周辺の高さ制限は難しいと考えられるので、色彩について

丘陵の緑を背景にする場合は低明度、低彩度。丘陵の稜線から突出する際には空

が背景になるので、高明度、低彩度に。 

 

■【道道 274 号：道道 46 号交差点～札幌市域】 

• 沿道は丘陵の崖線の緑が背景をつくっているが、道道 46 号交差点から西において

は工業団地や土砂採取場などが景観を阻害している。 

• 道道 274 号を景観重要公共施設として位置付け道路内の緩衝緑地の保全育成を促

す。 

• 工業団地や土砂採取場については、道路境界の緑化が望ましいが、次善の策とし

ては目隠しの塀を設置して色彩は低明度、低彩度に。 

 

■【大曲東通線：札幌市域～植木村～道道 1080 号交差点】 

• 順天病院付近から道道 1080 号交差点までは、丘陵部の緑と起伏ある農地が良好な

景観をつくっている。 

• ここでも太陽光発電施設の建設が見られ、違和感を与えている。 

• 農業施設などの建物や工作物の色彩は低明度、低彩度。黒である必要はない。 

• 太陽光発電施設は境界緑化による目隠しが必要 

 

■【国道 36 号：国道 36 号交差点～札幌国際カントリークラブ方面交差点】 

• 国道 36 号は大曲中学校あたりを境に景観が大きく違う。札幌側は屋外広告物が目

立ち、雑然とし、北広島らしさが感じられない。一方、恵庭側は道路際に遮断緑

地の白樺並木なども一部あり、緑を感じる北広島らしい景観となっている。 

• 国道 36 号及びこれから展望することができる地域（ただし、家屋のある場所を除

く）は、北海道屋外広告物条例で屋外広告物掲載禁止区域になっているが、違反

する野立て看板が見られる。 

• 札幌に近い方の屋外広告物の規制（自家用広告に限る。規模、色彩の制限など）

をするとしても目にみえる効果をあげるのは難しいのでは。 

• むしろ、沿道の緑化が可能な範囲において、緑を感じる道路景観を積極的に作る

ことによって、既存不適格看板の撤去の社会的意識を醸成するのに力を入れる方

が良いかもしれない。 

 

■【音江別島松線：札幌国際カントリークラブ方面交差点～道道 46 号交差点】 

• 市内有数の緑のトンネル景観。保全緑地となっている南の里特別緑地にも隣接 

• エルフィンロードも並走しているが、今後、北広島駅から音江別川の自転車道用

橋梁の建設によってつながると利用者増が見込まれる。 

• 丘陵端部からは長沼方面の遠方の山並みを一望できるパノラマ景観が見られる。 

• ここも「北広島らしい自然景観道路」に加えてはどうか。 

 

■【道道 46 号：音江別島松線交差点～花ホール】 

• 音江別川までの間は、両側が農地であり良好な田園景観となっている。 

• 音江別川から花ホールまでの間は、東側については崖線の緑が背景に見ることが

できるが、西側については特に特徴は見られない。 



 

• 今後、中央陸橋沿いのまとまった空地において大規模開発が行われることが想定

される。 

• 陸橋沿いの大規模開発の際に沿道の緑化を推進することが重要。 

 

【その他】 

• 境界緑化の際に効果的な樹種を選択することが重要。基本、常緑樹。市街地内、

丘陵地内など場所によって景観的に適した樹種を。市街地内はトウヒ、丘陵地内

はトドマツなど。北広島らしさという点では、常緑樹にカエデやモミジ、場合に

よってはエゾヤマザクラなどを混植することもあるかもしれない。 

• 「身近に緑（自然）を感じる田園都市：北広島」を、まちづくりの柱にするなら

ば、積極的に緑地の保全と市街地緑化を進め、人工物は緑を引き立たせる色彩

（低明度、低彩度）にすることに力を入れるのも一つ。 


